
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

ア
カ
ン
サ
ス
意
匠
は
雲
崗
・
敦
煌
に
も 

昨
年
度
は
二
千
五
百
人
近
く
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
旧
本
館
。
多
く
の
来
訪
者
は
、
正

面
に
立
た
れ
る
と
、
ゴ
シ
ッ
ク
調
の
外
観
と
左

右
の
教
会
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
尖
塔
に
見
入
ら

れ
る
。
玄
関
口
ま
で
進
む
と
、
三
連
ア
ー
チ
と

コ
リ
ン
ト
様
式
の
柱
頭
装
飾
、
扉
・
天
井
に
施

さ
れ
た
上
品
な
意
匠
に
息
を
の
む
。
館
内
で
は
、

明
治
期
の
文
化
の
香
り
漂
う
木
造
洋
風
建
築
な

ら
で
は
の
重
厚
で
荘
厳
な
趣
と
、
凛
と
し
た
崇

高
な
る
学
び
の
威
容
を
全
身
に
感
受
し
な
が
ら
、

細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
多
種
多
彩
な
し
つ
ら

い
・
趣
向
に
よ
り
醸
し
出
さ
れ
る
神
韻
な
る
美

の
空
間
を
満
喫
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
ア
カ
ン
サ

ス
の
花
と
葉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
模
様
で
、
乱

暴
に
言
え
ば
、
そ
の
妙
が
旧
本
館
の
真
骨
頂
で

あ
り
、
醍
醐
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、

古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
、
古
代
ロ
ー
マ
・
中
世
・

現
在
に
至
る
ま
で
、
建
築
物
や
内
装
な
ど
の
装

飾
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
特

に
ギ
リ
シ
ア
建
築
の
円
柱
の
一
種
「
コ
リ
ン
ト

式
オ
ー
ダ
ー
」
は
、
こ
れ
を
意
匠
化
し
た
柱
頭

を
特
色
と
し
て
い
る
。
ま
た
専
門
家
に
よ
れ
ば
、

そ
の
文
様
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
東
漸
し
、

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
や
雲
崗
石
窟
・
敦
煌
莫
高
窟

等
の
仏
像
・
石
仏
に
も
見
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。 

ア
カ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
は
、
小
紙
４
号
で
詳

述
し
た
が
、
純
白
の
花
が
今
、
６
～
７
月
を
盛

り
に
旧
本
館
西
側
花
壇
で
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

深
い
切
れ
込
み
が
あ
る
大
き
な
葉
は
、
夏
の
陽

光
に
眩
し
く
映
え
て
根
際
か
ら
四
方
に
伸
び
、

と
が
っ
た
苞
葉
と
筒
状
の
花
び
ら
は
、
穂
状
に

や
や
垂
れ
さ
が
っ
て
見
え
る
。
実
に
優
雅
で
愛

く
る
し
い
。
常
緑
多
年
草
で
乾
燥
・
日
陰
・
寒

気
に
も
強
い
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ア
の
国
花
で
、

花
言
葉
は
芸
術
・
技
巧
・
巧
み
さ
だ
と
聞
く
。 

佐
世
保
時
代
の
駒
杵
勤
治 

旧
本
館
を
設
計
し
た
駒
杵
勤
治
は
、
ア
カ
ン

サ
ス
の
装
飾
・
意
匠
を
随
所
に
配
し
た
。
竣
工

し
て
間
も
な
い
写
真
に
は
、
正
面
玄
関
屋
根
及

び
左
右
両
翼
の
切
妻
破
風
の
頂
点
に
も
、
見
事

な
ア
カ
ン
サ
ス
の
四
弁
の
花
が
雄
大
に
咲
き
誇

っ
て
い
た
。
正
面
か
ら
仰
ぎ
見
た
三
基
の
ア
カ

ン
サ
ス
の
花
の
揃
い
踏
み
は
、
圧
巻
の
極
み
だ

っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
（
現
在
は
代
わ
り
に
正

面
玄
関
上
に
だ
け
四
角
錐
の
飾
り
が
あ
る
）
。 

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
ア
カ

ン
サ
ス
の
装
飾
を
追
求
し
、
考
究
し
た
「
建
築

家
・
駒
杵
」
に
つ
い
て
、
今
号
は
そ
の
佐
世
保

時
代
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。 

平
成
20
年
10
月
20
日
、
佐
世
保
市
か
ら
鶴
田

清
人
氏
が
、
本
校
旧
本
館
の
視
察
に
来
ら
れ
た
。

地
元
で
は
「
佐
世
保
ば
語
ろ
う
会
」
の
郷
土
史

家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
は
、
『
佐
世

保
市
史
』
や
関
与
さ
れ
た
母
校
の
旧
制
長
崎
県

立
佐
世
保
中
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
『
草
木

ヶ
原
』
か
ら
漏
れ
た
、
明
治
41
年
創
立
の
母
校

校
舎
の
設
計
者
「
駒
杵
勤
治
」
に
関
す
る
茨
城

で
の
業
績
を
調
査
す
る
目
的
の
た
め
で
あ
っ
た
。

旧
本
館
の
外
観
は
も
ち
ろ
ん
資
料
室
や
復
元
教

室
を
丹
念
に
閲
覧
さ
れ
、
駒
杵
の
足
跡
を
感
慨

深
げ
に
究
明
・
考
証
さ
れ
た
。
翌
日
は
、
同
じ

く
〝
駒
杵
ゆ
か
り
〟
の
太
田
一
高
・
水
戸
商
業

高
も
訪
問
さ
れ
た
そ
う
だ
。 

 
こ
の
調
査
を
も
と
に
、
平
成
23
年
３
月
、「
さ

せ
ぼ
外
史
『
佐
世
保
近
代
化
建
築
の
源
流
を
訪

ね
て
』
」
を
刊
行
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
同
書
の

扉
を
飾
る
グ
ラ
ビ
ア
の
第
１
ペ
ー
ジ
は
、
駒
杵

設
計
に
よ
る
本
校
の
旧
本
館
玄
関
で
あ
っ
た
。 

今
般
、
鶴
田
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
同
書
の
寄

贈
を
受
け
た
。
私
ど
も
に
と
っ
て
も
、
茨
城
を

去
っ
た
以
降
の
「
駒
杵
勤
治
」
を
た
ど
る
上
で

懇
望
し
て
い
た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
同
氏
の

研
究
成
果
に
は
深
く
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
る
。 

 
 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
駒
杵
は
、
明
治
38
年
に
茨

城
県
技
師
の
職
を
解
か
れ
、
内
務
省
技
師
に
転

じ
た
。
そ
こ
に
至
る
に
は
、
同
郷
で
大
学
の
先

輩
で
も
あ
る
造
神
宮
技
師
の
伊
東
忠
太
と
共
に

伊
勢
神
宮
司
庁
庁
舎
（
現
神
宮
道
場
・
明
治
36
年

竣
工
）
の
設
計
に
携
わ
っ
て
い
た
来
歴
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

な 

         

さ
ら
に
そ
の
２
年
後
の
明
治
40
年
２
月
に
、

今
度
は
海
軍
省
技
師
と
し
て
佐
世
保
海
軍
鎮
守

府
経
理
部
建
築
科
に
赴
任
し
た
。
そ
の
後
10
年

間
（
建
築
家
と
し
て
実
働
17
年
）
、
佐
世
保
鎮

守
府
廳
舎
な
ど
の
海
軍
関
係
の
建
築
を
手
が
け

る
中
で
、
佐
世
保
市
内
の
公
共
建
築
物
の
設
計

に
も
辣
腕
を
振
る
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表

的
な
も
の
が
、
佐
世
保
中
学
校
校
舎
と
初
代
佐

世
保
市
庁
舎
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
市
の
人
口
が
、

明
治
25
年
に
は
１
万
人
、
明
治
35
年
に
は
５
万

人
、
明
治
43
年
に
は
８
万
２
千
人
と
急
増
し
、

市
全
体
が
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
そ
こ
に
モ
ダ

ン
な
建
物
の
出
現
は
、
さ
ら
な
る
発
展
の
象
徴

と
し
て
、
大
き
な
話
題
を
ふ
り
ま
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
さ
せ
ぼ
外
史
』
で
は
、 

「
…
駒
杵
勤
治
設
計
の
『
佐
世
保
市
』
の
本
格
的

な
初
代
庁
舎
が
落
成
開
庁
し
ま
す
。
建
築
家
と

し
て
実
に
精
力
的
な
活
躍
ぶ
り
で
す
。
当
時
の
市

平成２３年７月５日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 

第３７号 

旧本館は，ふだんは，吹奏楽・弦楽部の活動の場として利用されているが，

現役生の多くは，公開日となる‘特別なとき’しか訪れる機会がないのかもし

れない。過日，はじめて足を踏み入れたと思われる生徒が最初に口にしたのは

「すごい！天井が高い！」という興奮した驚きだった。その‘第一印象’は，

多くの同窓会員にとっても，きっと共有されているものだと思う。今号も，こ

の明治期を代表する国指定重要文化財の誕生にまつわる話題を取り上げたい。 
旧本館西側に咲き誇るアカンサス（６月 28 日撮影） 

駒杵勤治・伊東忠太が設計した 
伊勢神宮司庁庁舎（現神宮道場） 



 

 

民
生
活
の
中
に
お
い
て
、
一
時
、
大
輪
の
花
が
咲

い
た
よ
う
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先

に
触
れ
ま
し
た
『
佐
世
保
村
』
が
一
転
し
て
大
都

市
に
変
貌
す
る
…
」
と
一
市
民
の
抱
い
た
心
情 

を
素
直
に
变
し
つ
つ
、
駒
杵
を
称
え
、
市
の
躍

進
ぶ
り
を
つ
づ
っ
て
い
る
。
な
お
、
庁
舎
の
工

事
総
額
は
２
万
１
千
余
円
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
わ
が
旧
本
館
が
６
年
前
で
約
６
万
円
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

        

駒
杵
勤
治
の
設
計
理
念 

次
に
、
駒
杵
の
設
計
理
念
は
い
か
に
あ
っ
た

の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
本
校
旧
本
館
を
は
じ

め
、
そ
の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
群
を
見
れ

ば
、
あ
る
程
度
は
理
解
で
き
る
と
言
え
な
く
も

な
い
が
、
彼
は
、
佐
世
保
に
赴
任
す
る
前
の
明

治
39
年
に
、
『
和
洋
住
宅
建
築
学
』
を
刊
行
し
、

自
ら
の
設
計
理
念
を
吐
露
し
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
彼
の
建
築
哲
学
が
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
そ
の
「
第
四
章 

設
計
の
注
意 

C
a
r
e 

o
f
 
De
s
ig
n

」
で
は
、 

 
 
 

設
計
に
就
て
最
も
注
意
す
べ
き
事
項
を
列
記
す
れ 

 
 

ば
左
の
如
し 

 
 
 
 

一
、
外
観
の
美 

 
 
 
 

四
、
各
室
に
便
利
を
與
ふ
る
こ
と 

 
 
 
 

五
、
廣
潤
に
し
て
窮
屈
な
ら
ぬ
こ
と 

 
 
 
 

六
、
無
益
な
る
場
所
を
設
け
ざ
る
こ
と 

 
 
 
 

七
、
適
當
な
る
日
光
の
射
入
及
新
鮮
な
る
空
気 

 
 
 
 
 

の
流
通
を
計
る
こ
と 

 
 

外
観
の
美  

住
宅
外
観
の
美
は
建
築
家
の
高
尚 

な
る
美
的
思
想
と
大
な
る
熟
練
と
に
依
り

て
達
し
得
べ
き
も
の
な
り
能
く
成
功
し
た

る
も
の
は
左
の
数
項
を
具
備
す
る
も
の
と

す 

 
 
 

 

Ａ
、
式
の
一
致
し
て
混
用
な
き
も
の 

 

 
 
  
 
 
 

式
の
一
致
し
て
混
用
せ
ざ
る
は
尤
も
其
外 

観
の
品
位
を
保
つ
に
必
要
な
り
例
へ
ば
外
部 

に
は
ゴ
シ
ッ
ク
式
を
用
ゐ
内
部
の
装
飾
器
具 

等
に
は
他
の
式
を
用
ふ
る
が
如
き
は
断
じ
て 

不
可
な
り
と
す
此
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
に 

は
建
築
の
歴
史
を
精
讀
し
て
各
時
代
の
諸
式 

を
講
究
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず 

 
 
 

Ｂ
、
均
衡
を
保
持
し
て
中
心
線
の
両
翼
軽
重
な 

き
も
の
又
は
中
心
線
両
翼
相
等
し
き
も
の 

 
Ｃ
、
中
央
に
重
き
を
置
き
た
る
も
の 

 
 
 
 
 

住
宅
の
正
面
中
央
部
（
多
く
は
入
り
口
付 

近
）
を
他
の
部
分
よ
り
豊
富
に
装
飾
す
る
は 

美
的
な
り
人
は
先
ず
目
を
建
物
の
中
央
に
注 

ぎ
次
で
他
方
に
目
を
休
む
る
も
の
に
し
て
双 

方
の
對
照
上
初
め
て
美
的
観
念
を
起
こ
す
も 

の
な
り
… 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

Ｄ
、
不
安
定
の
念
を
引
き
起
こ
す
べ
き
構
造
を 

用
ゐ
ざ
る
も
の 

 
 
 
 
 
 

（
後
略
） 

（
以
上
『
さ
せ
ぼ
外
史
』
よ
り
転
載
） 

 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
駒
杵
の
建
築
に
関
す
る

考
え
方
が
直
接
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
寸
分
違
わ
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
作
品

と
し
て
、
わ
が
旧
本
館
は
白
眉
に
値
す
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

       

ま
た
、
明
治
43
年
に
上
梓
さ
れ
た
小
野
武
雄

著
『
建
築
設
計
図
案
』
に
寄
せ
た
序
文
に
は
、 

「
嘗
て
拙
著
和
洋
住
宅
建
築
学
學
に
於
て
論
述
し 

た
る
が
如
く
、
當
今
我
邦
に
於
け
る
建
築
に
は
、

形
態
の
不
備
と
構
造
の
脆
弱
な
る
も
の
が
甚
だ

多
い
。
鎖
國
の
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
苟
く
も

列
國
と
肩
を
並
べ
て
、
文
化
を
競
ふ
明
治
の
聖
代

に
於
て
、
物
質
的
進
歩
を
代
表
す
る
所
の
建
築
が
、

粗
雑
拙
劣
を
極
め
る
と
有
っ
て
は
、
他
國
人
に
對

し
て
も
耻
か
し
い
譯
だ
…
」
と
あ
る
。 

高
い
理
念
と
強
い
責
任
感
を
横
溢
さ
せ
、
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
明
治
人
の
気
概

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
同
時
に
、
建
築
全
体
の
質

的
向
上
を
め
ざ
す
う
え
で
、
一
般
住
宅
へ
の
関

心
が
強
か
っ
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。 

 

駒
杵
の
海
軍
に
お
け
る
業
績 

駒
杵
の
海
軍
に
お
け
る
足
跡
に
つ
い
て
は
、

軍
機
密
扱
い
が
多
い
た
め
か
、
つ
ま
び
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
し
ば
し
ば
朝
鮮
半
島
や
中
国

大
陸
に
出
張
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
わ
ず

か
に
朝
鮮
半
島
の
永
興
（
ヨ
ン
フ
ン
）
に
あ
っ

た
防
衛
隊
司
令
部
・
防
衛
隊
兵
舎
・
防
衛
隊
司

令
部
病
室
が
知
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
佐

世
保
で
明
ら
か
な
の
は
海
軍
工
廠
の
み
。
佐
世

保
鎮
守
府
に
は
、
10
年
間
も
在
籍
し
て
い
た
の

で
、
常
識
的
に
は
、
そ
の
作
品
は
数
多
く
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
軍
機
密

の
他
に
、
昭
和
20
年
６
月
の
空
襲
被
害
や
終
戦

後
の
軍
に
よ
る
焼
却
処
分
に
よ
っ
て
、
資
料
等

が
消
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
佐
世
保
時
代
の
彼
の
住
居
に
つ
い
て

も
不
詳
で
あ
る
。
海
軍
時
代
の
彼
は
、
高
等
官

５
等
待
遇
の
奏
任
官
の
文
官
で
海
軍
軍
属
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
（
高
等
官
は
親
任
官
・
勅
任

官
・
奏
任
官
の
高
級
官
僚
。
親
任
官
は
天
皇
に

よ
る
親
任
式
を
も
っ
て
变
任
さ
れ
る
内
閣
総
理

大
臣
・
各
省
大
臣
・
陸
海
軍
大
将
・
枢
密
院
議

長
・
同
副
議
長
・
枢
密
顧
問
官
・
内
大
臣
・
宮

内
大
臣
・
特
命
全
権
大
使
・
台
湾
総
督
・
朝
鮮

総
督
・
大
審
院
長
・
検
事
総
長
・
会
計
検
査
院

長
の
最
高
の
官
吏
。
勅
任
官
は
そ
れ
に
次
ぎ
、

勅
旨
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
高
級
官
吏
。
親
任
官

以
外
の
高
等
官
９
等
中
の
１
等
・
２
等
）
。
赴

任
当
時
は
、
軍
人
の
階
級
で
言
え
ば
少
佐
で
あ

り
、
30
歳
の
駒
杵
夫
妻
に
と
っ
て
は
恵
ま
れ
た

待
遇
の
生
活
と
い
え
、
当
然
、
高
級
将
校
に
準

じ
た
官
舎
住
ま
い
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
彼
の
大
学
時
代
の
同
期
に

は
名
だ
た
る
逸
材
が
揃
っ
て
い
た
。
後
に
東
大

教
授
に
し
て
、
そ
の
耐
震
構
造
理
論
が
世
界
に

通
じ
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
実
証
せ
し
め
た

佐
野
利
器
、
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
の
創
設
者

で
、
幅
広
い
作
品
を
世
に
輩
出
し
た
佐
藤
功
一
、

現
在
の
国
会
議
事
堂
建
設
の
チ
ー
フ
で
あ
っ
た

大
熊
喜
邦
、
清
水
組
の
技
師
長
を
務
め
た
田
辺

淳
吉
と
い
っ
た
建
築
史
学
に
そ
の
名
を
燦
然
と

残
す
面
々
が
、
一
同
に
机
を
並
べ
て
い
た
の
だ
。 

 

晩
年
の
駒
杵
勤
治 

大
正
６
年
４
月
、
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な

い
が
、
駒
杵
は
海
軍
を
辞
し
、
福
岡
市
に
設
計

事
務
所
を
開
設
し
た
。
彼
な
り
の
建
築
家
人
生

を
貫
き
通
す
一
大
決
意
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、

志
半
ば
に
し
て
、
２
年
後
の
大
正
８
年
２
月
27

日
、
結
核
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
享
年
42
歳
。

そ
し
て
そ
の
直
前
の
２
月
15
日
に
は
『
福
岡
日

日
新
聞
』
に
「
市
区
改
正
私
見
駒
杵
勤
治
」
が

掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
趣
旨
は
「
都
市
の
歴
史
的
遺

物
保
存
と
産
業
の
最
大
能
率
と
市
民
の
最
大
利
便
の

融
合
を
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
好
例
は
沢
山
あ

る
」
と
喝
破
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
90 

年
以
上
前
に
あ
っ
て
、
〝
現
在
〟
を
も
透
徹
し

通
観
し
た
卓
見
で
あ
ろ
う
！ 

（
次
号
に
続
く
） 

『させぼ外史』表紙 

『させぼ外史』グラビア
の最初を飾った旧本館 


